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国
体
事
業

夏
季
大
会
の
宿
泊
予
定
者
約
700

人
は
、
高
知
市
・
南
国
市
の
営
業

宿
泊
施
設
を
中
心
に
広
域
配
宿
と

し
ま
す
。
秋
季
大
会
の
宿
泊
予
定

者
約
１
千
100
人
の
う
ち
、
選
手
・

監
督
約
800
人
の
宿
泊
は
、
166
の
民

泊
家
庭
と
公
民
館
な
ど
63
の
施
設

で
、
宿
泊
や
食
事
の
提
供
を
お
願

い
す
る
計
画
で
す
。

民
泊
関
係
の
食
事
は
、
４
月
か

ら
地
区
協
力
会
単
位
で
調
理
講
習

会
を
数
回
実

施
し
、
心
の

こ
も
っ
た
安

全
で
お
い
し

い
料
理
を
食

べ
て
い
た
だ

け
る
よ
う
万

全
を
期
し
て

い
ま
す
。

国
体
会
場

周
辺
や
民
泊

受
入
れ
地
域
な
ど
の
一
斉
清
掃
、

輸
送
計
画
、
大
会
旗
・
炬
火
リ

レ
ー
な
ど
の
具
体
的
な
取
り
組
み

は
、
各
種
団
体
や
関
係
機
関
と
十

分
協
議
を
重
ね
、
国
体
成
功
に
向

け
万
全
を
期
し
て
い
き
ま
す
。

第
２
回
全
国
障
害
者
ス

ポ
ー
ツ
大
会
「
よ
さ
こ

い
ピ
ッ
ク
高
知
」

秋
季
国
体
終
了
後
、
平
成
14
年

11
月
９
日
か
ら
11
日
ま
で
の
３
日

間
、
第
２
回
全
国
障
害
者
ス
ポ
ー

ツ
大
会
「
よ
さ
こ
い
ピ
ッ
ク
高
知
」

が
本
県
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

本
市
で
は
、
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン

タ
ー
を
競
技
会
場
に
、
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
と
フ
ッ
ト
ベ
ー
ス
ボ
ー
ル

の
２
競
技
が
行
わ
れ
ま
す
。
参
加

さ
れ
る
選
手
、
ま
た
応
援
の
方
々

に
「
す
ば
ら
し
い
大
会
で
あ
っ
た
、

参
加
し
て
よ
か
っ
た
」
と
思
っ
て

い
た
だ
け
る
大
会
に
す
る
た
め
、

準
備
に
努
め
ま
す
。

企
業
誘
致
関
係

南
国
オ
フ
ィ
ス
パ
ー
ク
団
地
に
、

ト
リ
ム
エ
レ
ク
ト
リ
ッ
ク
マ
シ
ナ

リ
ー
高
知
工
場
が
平
成
14
年
４
月

に
着
工
、
８
月
に
完
成
予
定
で
す
。

ま
た
、
富
士
通
株
式
会
社
は
、
平

成
14
年
の
秋
に
着
工
し
、
平
成
15

年
の
秋
に
は
完
成
の
予
定
で
す
。

下
水
道
事
業

流
域
下
水
道
事
業
は
、
計
画
区

域
・
計
画
水
量
の
見
直
し
を
行
う

と
と
も
に
、
他
事
業
と
の
連
携
を

図
る
中
で
コ
ス
ト
の
縮
減
を
行
い

ま
す
。
新
川
雨
水
幹
線
排
水
路
改

修
事
業
は
、
住
民
の
理
解
、
協
力

を
い
た
だ
き
な
が
ら
都
市
型
水
害

対
策
と
し
て
、
中
心
市
街
地
区
の

快
適
な
暮
ら
し
を
確
保
し
て
い
き

ま
す
。

市
街
化
区
域
の
雨
水
対
策
は
、

ま
ち
づ
く
り
事
業
と
の
整
合
性
を

図
り
な
が
ら
排
水
整
備
を
進
め
ま

す
。

ご
み
問
題

平
成
13
年
４
月
か
ら
再
資
源
化

の
た
め
に
紙
類
と
布
類
の
分
別
収

集
を
開
始
し
ま
し
た
が
、
こ
の
４

月
か
ら
は
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
、
ま
た
、

来
年
４
月
か
ら
は
容
器
包
装
プ
ラ

ス
チ
ッ
ク
の
分
別
収
集
、
再
資
源

化
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

八
京
地
区
に
建
設
し
た
一
般
廃

棄
物
最
終
処
分
場
は
こ
の
４
月
か

ら
供
用
開
始
し
、
市
民
生
活
か
ら

排
出
さ
れ
る
雑
ゴ
ミ
の
処
理
に
支

障
の
な
い
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い

き
ま
す
。
片
山
処
分
場
の
跡
地
利

用
は
、
平
成
14
年
度
と
15
年
度
の

２
カ
年
で
多
目
的
運
動
広
場
と
し

て
整
備
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

教
育
関
係

平
成
14
年
度
は
、
こ
れ
ま
で
の

「
土
佐
の
教
育
改
革
」
の
成
果
と
課

題
を
踏
ま
え
、
い
よ
い
よ
「
第
２

期
土
佐
の
教
育
改
革
」
が
始
ま
り

ま
す
。
こ
れ
ま
で
以
上
に
「
心
豊

か
な
『
ま
ほ
ろ
ば
の
さ
と
』
教
育

県
都
南
国
」
の
実
現
を
念
頭
に
、

明
日
の
南
国
市
を
担
う
人
づ
く
り

に
向
け
て
、「
新
し
い
時
代
を
拓
く

教
育
」
と
「
新
し
い
ま
ち
を
つ
く

る
教
育
」
に
積
極
的
に
取
り
組
み

ま
す
。

「
生
涯
学
習
課
」
に

課
名
変
更

自
ら
の
意
思
で
主
体
的
に
学
習

し
て
い
く
社
会
に
対
応
で
き
る
よ

う
、
平
成
14
年
度
か
ら
「
社
会
教

育
課
」
を
「
生
涯
学
習
課
」
に
課

名
を
変
更
し
、
各
種
講
座
等
の
充

実
を
図
り
、
幅
広
い
市
民
の
要
望

に
柔
軟
に
対
応
し
て
い
き
ま
す
。
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今
、
な
ぜ
合
併
を
考
え
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
の
で
す
か
？

現
在
、
市
町
村
を
取
り
巻
く
環

境
は
大
き
く
変
化
し
て
い
ま
す
。

例
え
ば
、
国
や
地
方
財
政
の
悪
化

な
ど
厳
し
い
状
況
の
中
、
今
後
市

町
村
は
ま
す
ま
す
多
様
化
す
る
行

政
課
題
に
対
応
し
、
効
率
的
な
行

政
体
制
の
整
備
や
行
政
基
盤
の
充

実
・
強
化
が
急
が
れ
て
い
ま
す
。

昭
和
の
大
合
併
か
ら
約
半
世
紀

が
経
ち
ま
し
た
。
南
国
市
は
昭
和

34
年
に
後
免
町
、
香
長
村
な
ど
と

の
合
併
で
生
ま
れ
ま
し
た
。

南
国
市
に
合
併
し
た
当
時
、
考

え
ら
れ
て
い
た
将
来
像
が
現
在
で

は
さ
ま
ざ
ま
な
環
境
の
変
化
な
ど

に
よ
り
大
き
く
変
わ
っ
て
き
ま
し

た
。
今
後
は
、
生
活
圏
の
拡
大
に

見
合
っ
た
広
域
的
な
ま
ち
づ
く
り

や
情
報
化
へ
の
対
応
が
重
要
に
な

り
ま
す
。
ま
た
、
全
国
的
に
少
子

高
齢
化
の
傾
向
で
あ
り
、
高
齢
者

介
護
の
備
え
や
地
域
の
担
い
手
育

成
な
ど
へ
の
対
応
が
大
き
な
課
題

と
な
っ
て
い
ま
す
。

平
成
12
年
４
月
に
は
地
方
分
権

一
括
法
が
施
行
さ
れ
、「
自
己
決

定
、
自
己
責
任
」
の
原
則
で
市
町

村
が
自
主
的
・
効
率
的
な
行
政
運

営
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
時

代
に
な
り
ま
し
た
。

社
会
情
勢
の
変
化
な
ど
で
、
保

健
・
医
療
・
福
祉
・
環
境
・
教
育

な
ど
住
民
の
皆
さ
ん
に
最
も
身
近

な
分
野
で
常
に
新
し
い
課
題
が
出

て
く
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
、
そ
の

か
な
り
の
部
分
を
市
町
村
が
自
ら

解
決
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
時
代

に
な
っ
て
き
た
と
言
え
ま
す
。

昭
和
の
大
合
併
は
国
や
県
の
主

導
で
、
人
口
８
千
人
を
標
準
に
全

国
一
律
的
に
進
め
ら
れ
ま
し
た
。

明
治
・
昭
和
の
合
併
後
、
昭
和

40
年
に
10
年
間
の
時
限
立
法
と
し

て
、「
市
町
村
の
合
併
の
特
例
に

関
す
る
法
律
」
が
施
行
さ
れ
ま
し

た
。
こ
の
法
律
は
、
昭
和
50
年
と

60
年
に
そ
れ
ぞ
れ
延
長
さ
れ
て
い

ま
す
。

平
成
11
年
、
こ
の
法
律
の
中
に

市
町
村
の
合
併
を
さ
ら
に
積
極
的

に
推
進
す
る
た
め
、
地
方
交
付
税

の
特
例
措
置
の
充
実
や
合
併
特
例

債
の
創
設
な
ど
、
財
政
的
に
有
利

な
支
援
措
置
が
盛
り
込
ま
れ
ま
し

た
。県

は
、
平
成
13
年
２
月
「
市
町

村
合
併
に
関
す
る
要
綱
」を
定
め
、

そ
の
中
で
合
併
の
枠
組
み
を
示
し

て
い
ま
す
が
、
こ
の
枠
組
み
に
と

ら
わ
れ
ず
に
合
併
の
是
非
も
含

め
、
幅
広
く
検
討
を
進
め
る
こ
と

が
急
が
れ
て
い
ま
す
。
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み
ん
な
で
考
え
よ
う

　
　
　
　
　
市
町
村
合
併
！

今
月
号
か
ら
、
市
町
村
合

併
に
関
す
る
情
報
を
シ
リ
ー

ズ
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

※
お
問
い
合
わ
せ
は
、

　
じ
ん
け
ん
セ
ン
タ
ー（
�
８
６
３
・
２
１
１
１  

内
線
４
３
７
）ま
で

　
プ
ラ
ン
は
、
「
男
女
共
同
参

画
社
会
実
現
を
さ
ま
た
げ
る
古

い
習
慣
を
改
め
ま
し
ょ
う
！
」

を
テ
ー
マ
に
か
か
げ
、
「
家
庭

で
」
「
学
校
で
」
「
職
場
で
」

「
地
域
で
」
の
４
つ
の
分
野
で

「
行
政
」
と
、
「
市
民
」
は
ど

う
す
る
べ
き
か
に
つ
い
て
期
待

や
目
標
が
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
公
募
委
員
を
含
め
た
14
名
の

策
定
委
員
に
よ
り
策
定
さ
れ
た

も
の
で
、
地
域
の
実
情
に
即
し

た
南
国
市
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
な
プ

ラ
ン
で
す
。

　
家
庭
、
学
校
、
あ
る
い
は
職

場
や
地
域
で
、
男
女
共
同
参
画

社
会
づ
く
り
の
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク

と
し
て
大
い
に
活
用
し
て
く
だ

さ
い
。

　
女
性
と
か
男
性
と
い
う
こ
と

で
な
く
、
お
互
い
の
人
権
を
尊

重
し
、
一
人
ひ
と
り
の
個
性
が

大
切
に
さ
れ
、
「
自
分
の
人
生
」

を
豊
か
に
、
自
分
ら
し
く
生
き
、

楽
し
く
、
輝
い
て
住
め
る
南
国

市
を
み
ん
な
の
力
で
実
現
し
ま

し
ょ
う
。

　
男
女
が
互
い
に
人
権
を
尊
重
し
、
個
性
と
能
力
を
発

揮
で
き
る
社
会
の
実
現
を
め
ざ
し
、
平
成
12
年
８
月
か

ら
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
総
合
施
策
「
な
ん
こ
く
男
女

「
な
ん
こ
く
男
女

共
生
か
が
や
き
プ
ラ
ン
」

共
生
か
が
や
き
プ
ラ
ン
」
が
策
定
さ
れ
ま
し
た
。

＊上のパンフレットは、全戸
　配布します。

★
４
月
か
ら
、
同
和
教
育
課
と
総
務
課
人
権
啓
発
係
が
統
合
し
、

　
「
じ
ん
け
ん
セ
ン
タ
ー
」
に
な
り
ま
し
た
。

よさこい高知国体夏季大会


